『組込みソフトウェア向けプロジェクト計画ガイドESMR/ESMGトレーナーズトレーニング教材』について
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独立行政法人情報処理推進機構
技術本部 ソフトウェア・エンジニアリング・センター

  IPA/SECでは、組込みソフトウェア産業界の国際競争力強化のため、産業界の知見をガイドブックに整理した開発技術リファレンスESxR（Embedded System development exemplar Reference）シリーズを発行し、その普及活動に取り組んで来ました。普及のためのセミナー開催は、これまでSEC研究員が主体となって行って来ましたが、SEC研究員によるセミナー開催には、製品ドメインごとの教材カスタマイズや個々の開発現場が抱えている問題の共有等の面で限界があるため、個々の企業や業界団体が主体となってESxRシリーズを活用した独自の教育セミナーを実施できるように、ESxRシリーズのトレーナー養成用教材の開発を進めて来ました。これまでに、ESxRシリーズの「コーディング作法ガイドESCR*1トレーナーズトレーニング教材」、「開発プロセスガイドESPR*2トレーナーズトレーニング教材」を開発し、今回は、「プロジェクト計画ガイドESMR*3/ESMG*4トレーナーズトレーニング教材」を開発しました。

*1 ESCR（Embedded System development Coding Reference）
組込みソフトウェア開発向けコーディング作法ガイド［C言語版］／［C++言語版］
*2 ESPR（Embedded System development Process Reference）
組込みソフトウェア向け開発プロセスガイド
*3 ESMR（Embedded System development Management Reference）
組込みソフトウェア向けプロジェクトマネジメントガイド［計画書編］
*4 ESMG（Embedded System development Management planning training Guide）
組込みソフトウェア向けプロジェクト計画立案トレーニングガイド

1． 教材の構成と内容
本教材は、次の３コースにより構成されています。
(1) 基礎編コース
(2) 中級編コース
(3) トレーナー養成編コース
[bookmark: _GoBack]各コースの教材は、セミナー教材として、プロジェクト計画書作成に関する知識やノウハウ等の受講者向け内容と、受講者に対して解説や指導の仕方を記載した講師（トレーナー）向け内容が含まれます。また、講師向け内容を中心に解説すれば、講師養成を目的とする「トレーナー養成セミナー」を開催することも可能です。
１．１　基礎編コース
組込みソフトウェア開発の現場で、開発規模の増大のためプロジェクト計画書の必要性を感じている中堅技術者およびプロジェクトマネージャ／リーダー向けに、プロジェクト計画書に何を書くべき（記述内容）か、どのような記述フォームで書くべき（記述形式）か、を理解してもらうセミナー教材です。基礎編コースは、主にESMR*3を参照して開発しています。
１．２　中級編コース
組込みソフトウェア開発現場の、プロジェクト計画書を作成する立場にあるプロジェクトマネージャ／リーダー向けに、プロジェクト計画書の立案方法を理解してもらうセミナー教材です。中級編コースは、主にESMG*4を参照して開発しています。受講者は、基礎編コースを理解していることが前提となります。
１．３　トレーナー養成編コース
組込みソフトウェア開発において、プロジェクト計画書の作成を推進する人(組織の品質向上推進者および教育担当者)向けに、組込みソフトウェア開発のプロジェクト計画書作成における問題を的確に定義し、現実的なプロジェクト計画書の作成を推進するための基本的な知識と考え方を理解してもらうセミナー教材です。受講者は、基礎編コースや中級編コースのセミナー講師を実施できるレベルの人を対象としています。
2． 利用許諾について
　本教材の利用許諾については、教材に同梱の「01 ESMR_ESMG 教材利用許諾について.pdf」を参照して下さい。
3． 教材受領書送付のお願い
IPAが行う教材改定等のご利用者に役立つ情報の提供やご利用状況の問合せを行うために、本教材を受領された方は、教材に同梱の「02 ESMR_ESMG 教材受領書.doc」のご送付をお願い致します。
4． 利用実績／教材改定報告のお願い
  今後のESxRシリーズ普及活動の方針・計画策定とIPAによる教材改訂に役立てるために、教材の利用実績・改訂実績の報告をお願い致します。ご報告いただく内容は次の2点です。
· 本教材を利用してセミナーを実施された場合の実績の報告
· 本教材を自組織向けにカスタマイズするなど、本教材を改訂された場合、そのカスタマイズ内容について支障の無い範囲での報告
報告様式は、教材に同梱の「03 ESMR_ESMGセミナー実施／教材改版報告書.xls」をお使いください。
　報告のタイミングは、セミナー実施または教材改訂を行われた場合に、1回／年程度でお願いします。
本報告は強制するものではありませんが、趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いいたします。
※受領書や報告書の送付先は、下記メールアドレス宛に願い致します。[image: mailaddress]
※受領書や報告書に含まれる個人情報は、下記URLの「個人情報保護について」の個人情報保護方針に基づき取り扱います。
http://www.ipa.go.jp/about/personal/index.html 
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